
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
対象者が装着することなく対象者に由来する振動、温度、重量、音、光などの物理信号を
検知する非侵襲型バイタルセンサと、前記非侵襲型バイタルセンサによって対象者の生活
行動や生命活動を検知して 安否状態を判
定する安否判定手段と、前記安否状態を所定の携帯型無線装置に通報する通報手段とを備
え、前記安否判定手段は、前記対象者

、前記通報手段を駆動し通信網を介して前記対象者の安否状態を送出する安否確認
システム。
【請求項２】
対象者が装着することなく対象者に由来する振動、温度、重量、音、光などの物理信号を
検知する非侵襲型バイタルセンサと、前記非侵襲型バイタルセンサによって対象者の生活
行動や生命活動を検知して 安否状態を判
定する安否判定手段と所定の携帯型無線装置は通信網を介して結合され、前記安否判定手
段は、前記携帯型無線装置から呼び出された場合に、前記安否判定手段の出力情報を送出
する安否確認システム。
【請求項３】
非侵襲型バイタルセンサは、住居内の生活用品、電化機器または設備機器に装着されたこ
とを特徴とする請求項１または２記載の安否確認システム。
【請求項４】
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対象者に由来する振動、温度、重量、音、光などの物理信号を検知する複数の非侵襲型バ
イタルセンサと、前記複数の非侵襲型バイタルセンサ出力信号を無線送信する無線送信手
段と、前記無線送信手段からの信号を受信する無線受信手段と、前記無線受信手段を介し
対象者の安否状態を段階別または種類別に区分する安否判定手段とを備えた請求項１ない
し３のいずれか１項記載の安否確認システム。
【請求項５】
非侵襲型バイタルセンサ出力信号または安否判定手段の安否判定条件を手動調節できる手
動調節手段を備えた請求項１ないし のいずれか１項記載の安否確認システム。
【請求項６】
非侵襲型バイタルセンサ出力信号または安否判定手段の安否判定条件を自動調節する学習
判定手段を備えた請求項１ないし のいずれか１項記載の安否確認システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は在宅における独居老人、身障者、患者などの安否を確認し、異常判定時に緊急通
報するシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこの種の安否確認システムは、例えば特開平６－４６１６０号公報に示すようなも
のが一般的であった。以下、その構成について図６を参照にしながら説明する。図６に示
すように、住戸側１００には、加入電話回線２００に接続される双方向通信可能な端末網
制御装置（Ｔ－ＮＣＵ）１０１と、アダプタ装置１０２と、電子式水道メータ１０３と、
住人の在・不在を検出するための動体センサや電気錠からなる在・不在検出手段１０４と
、火災等の異常検出手段１０５と、押ボタン等の緊急通報手段１０６と、表示灯やブザー
等の警報手段１０７とが設けられている。
【０００３】
アダプタ装置１０２は、電子式水道メータ１０３によって所定時間の水使用量が一定に満
たない場合および押ボタン等の緊急通報手段１０６からの緊急通報信号があると自動通報
する。また動体センサや電気錠からなる在・不在検出手段１０４が不在の場合、通報を止
める。さらに火災センサ等の異常検出手段１０５が作動した場合および電子式水道メータ
１０３から明らかに水機器異常または漏水等と判断される場合は、表示灯やブザー等の警
報手段１０７によって居住者に知らせる構成になっていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら従来の安否確認システムでは、電子式水道メータや在・不在検出手段の情報
だけから間接的に判断しているので、緊急通報を受けても対象者に何が起こっているのか
内容確認することが出来ない。特に対象者が寝たきり高齢者の場合、介護者は安心して目
を離すことが出来ず、介護に対する精神的負担は非常に重いものとなっていた。
【０００５】
また異常発生後の通報でなく、介護者や家族の方が遠隔地から対象者の現在の安否状態知
りたいと思っても知るすべがなかった。電話をかけて対象者本人が出ることを確認する方
法はあるが、睡眠中の対象者をわざわざ起こす可能性があるし、安否確認のためだけに頻
繁に電話をかけると逆に対象者に不安感を与えてしまう。さらに電話に出られない難聴者
や寝たきり高齢者には対応出来ない。
【０００６】
また対象者の安否状態を連続的に把握するには、ホルター心電計などの生体計測機器を対
象者に常時装着してもらう方法が考えられるが、これは対象者本人にとって非常に煩わし
いものであった。特に高齢者は皮膚に炎症を起こしやすく、長時間電極やカフを装着させ
るのは望ましくない。携帯型緊急通報ボタンシステムも実用化されているが、対象者本人
が身につけていない場合が多く、発作や転倒といったいざという時にはボタンすら押せな
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い状況に陥ってしまうことも多いという課題があった。痴呆高齢者や身障者ではなおさら
である。
【０００７】
特別に監視カメラを備え付けることも考えられるが、対象者のプライバシーが侵害され、
対象者本人は常に見張られているという意識を持ってしまう。さらに画像伝送システムは
高価なものになるという課題もある。
【０００８】
また対象者本人に生体計測機器を装着させずに安否状態を把握するには、多数の非侵襲型
バイタルセンサを住居内の生活用品、電化機器または設備機器内に設置し配線せざるを得
ないが、設置工事に非常な手間がかかるという課題もあった。
【０００９】
また非侵襲型バイタルセンサを住居内の生活用品、電化機器または設備機器内に設置した
場合、異常の有無は瞬間的なセンサ出力値のみからは一概にいえない。対象者の動作や周
囲環境変化に伴うノイズがセンサ信号に混入し誤報を招くという課題もあった。
【００１０】
また対象者の生活行動や生体信号には個人差が非常に大きく、正常と異常の判定基準を一
律に固定化していると誤判定が多く実使用に耐えないという課題があった。
【００１１】
さらに同一人物がいくら平常状態を保っても、加齢や季節、時間帯などによって生体信号
は変化していくため、異常とすべき判定基準を固定化していると次第に誤判定が多くなる
という課題もあった。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記課題を解決するために、例えばベッド、トイレ、浴槽、エアコン、カーペッ
ト、電気毛布、椅子などの機器に装着された体温計、血圧計、心拍計、呼吸計、体重計な
どの対象者が装着することなく対象者に由来する振動、温度、重量、音、光などの物理信
号を検知する非侵襲型バイタルセンサによって対象者の生活行動や生命活動を

安否状態を判定する安否判定手段と、ポケットベル
、携帯電話などの携帯型無線装置に通報する通報手段とを備え、安否判定手段は、前記対
象者の 、前記通報手段を駆動
し前記対象者の安否内容を送出するものである。
【００１３】
上記発明によれば、非侵襲型バイタルセンサが住居内の生活用品、電化機器または設備機
器に装着されているため、対象者本人が何の違和感を感じることなく見守られるシステム
になる。対象者の安否状態は段階別または種類別に判定され、緊急通報先でもきめ細かく
異常内容を把握できるため、適切な対処を示唆できる。異常発生時、通報手段が所定の携
帯型無線装置に通報しメッセージが表示されるので介護者がこの携帯型無線装置さえ携帯
しておけば、対象者から目を離すことが可能になる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明は、対象者が装着することなく対象者に由来する振動、温度、重量、音、光などの
物理信号を検知する非侵襲型バイタルセンサと、前記非侵襲型バイタルセンサによって対
象者の生活行動や生命活動を 安否状態を
判定する安否判定手段と、前記安否状態を所定の携帯型無線装置に通報する通報手段とを
備え、前記安否判定手段は、前記対象者の

前記通報手段を駆動し通信網を介して前記対象者の安否状態を送出するものである。
【００１５】
異常発生時には所定の携帯型無線装置に安否内容が明示されるので介護者がこの携帯型無
線装置さえ携帯しておけば、対象者から目を離すことが可能になる。特に寝たきり高齢者
や遠隔地の独居高齢者がいる家族、介護者に重くのしかかっていた精神的な圧迫感を取り
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除くことができる。
【００１６】

【００１７】
また、対象者が装着することなく対象者に由来する振動、温度、重量、音、光などの物理
信号を検知する非侵襲型バイタルセンサと、前記非侵襲型バイタルセンサによって対象者
の生活行動や生命活動を 安否状態を判定
する安否判定手段と所定の携帯型無線装置は通信網を介して結合され、前記安否判定手段
は、前記携帯型無線装置から呼び出された場合に、前記安否判定手段の出力情報を送出す
るものである。
【００１８】
異常発生後でなくても、介護者や家族の方が遠隔地から能動的にかつ対象者本人を何ら煩
わすことなく、対象者の現在の安否状態を把握できる。
【００１９】
また非侵襲型バイタルセンサが住居内の生活用品、電化機器または設備機器に装着された
非侵襲型バイタルセンサによって対象者の安否状態を段階別または種類別に判定する安否
判定手段を備えたものである。
【００２０】
非侵襲型バイタルセンサが住居内の生活用品、電化機器または設備機器に装着されている
ため、対象者本人が意識しなくても住居内における対象者の自然な生活行動から安否状態
を連続的に判定できる。
【００２１】
また対象者に由来する振動、温度、重量、音、光などの物理信号を検知する複数の非侵襲
型バイタルセンサと、前記複数の非侵襲型バイタルセンサ出力信号を無線送信する無線送
信手段と、前記無線送信手段からの信号を受信する無線受信手段と、前記無線受信手段を
介し対象者の安否状態を段階別または種類別に区分する安否判定手段とを備えたものであ
る。
【００２２】
対象者に由来する振動、温度、重量、音、光などの物理信号を検知する複数の非侵襲型バ
イタルセンサを設けたので現在の生活、生命活動を直接検出できる。複数の非侵襲型バイ
タルセンサ出力信号を住居内で無線送信するので、各非侵襲型バイタルセンサの設置工事
は飛躍的に簡単になる。無線なので配線コードが邪魔になったり部屋の美観を損ねること
もなくなる。
【００２３】
また非侵襲型バイタルセンサ出力信号の所定範囲継続時間によって対象者の安否状態を判
定する継続判定手段とを備えたので、対象者の動作や周囲環境変化に伴う一過性のノイズ
によって誤判定することはない。非常に危険度の高いセンサ出力であれば短い継続時間で
、危険度の低いセンサ出力であれば長い継続時間で異常と判定することによって誤判定を
低減することになる。
【００２４】
また非侵襲型バイタルセンサ出力信号または安否判定条件を手動調節できる手動調節手段
を備えたことで、個人差の大きい生活行動や生体信号に柔軟に対応し、誤判定を著しく低
減できる。
【００２５】
また非侵襲型バイタルセンサ出力信号または安否判定条件を自動調節する学習判定手段を
備えたことで、加齢や季節、時間帯などによって変化していく生体信号に安否判定条件が
追従し、誤判定が低減できる。
【００２６】
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【実施例】
（実施例１）
以下本発明の第１の実施例を図１及び図２を用いて説明する。図１において１は対象者、
２はベッドであり、３は非侵襲型バイタルセンサである。非侵襲型バイタルセンサ３の出
力は、無線送信機４、無線受信機５を介して対象者１の安否状態を判定する安否判定手段
６に接続されている。無線送信機４と無線受信機５との間は４００ＭＨｚ帯の特定小電力
無線を用いており、住居内で見通し２００ｍ程度の無線通信が可能となっている。安否判
定手段６は対象者１の異常を判定した場合、通報手段７を駆動し、さらに通報手段７は所
定のポケットベル電話番号へ自動ダイヤルする。通報手段７の自動ダイヤル動作によって
第１の交換機８、公衆電話網９、第２の交換機１０、ポケットベル中央局１１の接続完了
後、安否判定手段６は異常発生事象に対応するコードを通報手段５を介してポケットベル
中央局１１に送信する。ポケットベル中央局１１がポケットベル端末装置１２に対し、異
常発生事象に対応するコードを送信することで、ポケットベル端末装置１２ではアラーム
音が鳴り、例えば「長時間、ベッド上で体動がありません。」などといった異常発生事象
のメッセージと各非侵襲型バイタルセンサの出力データ内容が表示される構成である。ま
た携帯電話機１３から携帯電話中央局１４、第３の交換機１５、公衆電話網９、第１の交
換機８を介して着信手段１６にアクセスすると、着信手段１６は安否判定手段６を駆動し
て非侵襲型バイタルセンサ３の出力を呼び出す構成である。ここで呼び出される非侵襲型
バイタルセンサ３の出力内容は、安否判定手段６から音声応答手段１７を介し音声合成音
によって携帯電話機１３に伝えられる。無線受信機５、安否判定手段６、通報手段７、着
信手段１６、音声応答手段１７は１つのケースに収納され、電話機１８が切り替えて使用
できる構成である。
【００２７】
非侵襲型バイタルセンサ３の構成を図２を用いて説明する。非侵襲型バイタルセンサ３は
、マットレス３ａ内に振動センサ３ｂ、温度センサ３ｃ、湿度センサ３ｄ、音声センサ３
ｅ、重量センサ３ｆが組み込まれている。振動センサ３ｂの出力信号はさらに体動抽出部
３ｇ、心拍抽出部３ｈ、呼吸抽出部３ｉに接続され対象者１の動作や生命活動に伴う体動
、心拍数、呼吸数を検出する。同様に対象者１に由来する温度、湿度、重量、音声データ
も同時に検出される。ここには図示しないが振動センサ３ｂ、温度センサ３ｃ、湿度セン
サ３ｄ、音声センサ３ｅはそれぞれマットレスの上部と下部２箇所に設けられており、外
部からの暗振動、気温、空気湿度、外部の暗騒音成分をキャンセルする。すなわち非侵襲
型バイタルセンサ３からはマットレス３ａ上部に存在する対象者１に由来する体動、心拍
数、呼吸数、温度、湿度、発話量が有効に取り出せる構成である。
【００２８】
次に安否判定手段６の構成を図３～図４を用いて説明する。図３のように、非侵襲型バイ
タルセンサ３の体動抽出部３ｇ、心拍抽出部３ｈ、呼吸抽出部３ｉ、温度センサ３ｃ、湿
度センサ３ｄ、音声センサ３ｅ、重量センサ３ｆ各出力はそれぞれ体動異常判定部６１、
心拍異常判定部６２、呼吸異常判定部６３、温度異常判定部６４、湿度異常判定部６５、
音声異常判定部６６、重量異常判定部６７の各異常判定部に接続されている。また６１～
６７の各異常判定部は通報事象生成部６８および在床判定部６９に接続されている。在床
判定部６９はマットレス３ａ上に人体が存在するか否かを判定し、存在するときのみ通報
事象生成部６８の動作を許可するゲートスイッチの役割を果たしている。通報事象生成部
６８では６１～６７の各異常判定部のうちいずれかの異常判定条件が成立すれば、（異常
判定に関与したセンサ情報だけでなく）非侵襲型バイタルセンサ３の出力内容を各項目に
わたってコード化し、安否判定手段６に出力する。６１～６７の各異常判定部における異
常判定動作のうち、体動異常判定部６１を例にとり説明する。図４において、分類手段６
１ａは体動抽出部３ｇの出力信号から体動量を算出するが、体動量はマットレス３ａ上部
で発生した０．１～３０Ｈｚ帯域の振動加速度レベル（実効値）として定義する。異常レ
ベル換算手段６１ｂは、体動量算出手段６１ａで算出された体動量を（表１）のように８
段階に分類し、異常レベルに換算する。継続判定手段６１ｃは異常レベル換算手段６１ｂ
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および第１のタイマ６１ｄに接続されている。
【００２９】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【００３０】
第１のタイマ６１ｄは各異常レベルの継続時間を計算し、これが所定の許容継続時間を越
えた場合、通報条件成立とみなして通報事象生成部６８に信号送出する。（表１）の例で
は、各分類番号に対応した異常レベルと継続時間が順次積算されていき、その積が１．０
を越えた時に通報条件が成立する。仮に分類番号が３から２に移っても積算値はクリアさ
れず蓄積されていくが、体動量が一旦異常レベル０である領域（分類番号５～７）に移れ
ば積算値は０クリアされる。一方、体動量算出手段６１ａの出力は差分手段６１ｅにも接
続されている。差分手方、体動量算出手段６１ａの出力は差分手段６１ｅにも接続されて
いる。差分手段６１ｅは体動量の時間変化を算出する。無変動判定手段６１ｆはこの差分
手段６１ｅおよび第２のタイマ６１ｇに接続され、所定値を下回る体動量時間変化が所定
時間以上継続した場合と逆に所定値を上回る体動量時間変化が所定時間以上継続した場合
に、通報条件成立とみなして通報事象生成部６８に信号送出する。
【００３１】
心拍、呼吸、温度、湿度、音声、重量に関しても同様に、異常レベルの継続と過小変動な
いし過大変動の継続に対して異常判定するので説明を省く。
【００３２】
動作、作用について説明すると、非侵襲型バイタルセンサ３がベッド２に装着されている
ため、対象者１の寝心地感を損なうことなく安否状態を連続判定でき、異常発生時にはポ
ケットベル端末装置１２に安否内容が明示されるので介護者に「一時的に目を離しても心
配ない。」という安心感を提供できる。また異常発生後でなくても、介護者や家族の方が
携帯電話機１３を用いて対象者１本人を何ら煩わすことなく、現在の安否状態を把握する
こともできる。
【００３３】
また対象者１に由来する振動、温度、湿度、音声、重量といった物理信号を検知する非侵
襲型バイタルセンサ３を設けたので、外乱の影響を受にくく総合的に現在の生活、生命活
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動を検出できる。また非侵襲型バイタルセンサ３出力信号を住居内で無線送信するので、
各非侵襲型バイタルセンサの設置工事は飛躍的に簡単になる。無線なので配線コードが邪
魔になったり部屋の美観を損ねることもなくなる。既築住宅への設置も簡単である。
【００３４】
また非侵襲型バイタルセンサ３出力信号の所定範囲継続時間によって対象者の安否状態を
判定する継続判定手段６１ｃを備えたので、対象者の動作や周囲環境変化に伴う一過性の
ノイズによって誤判定することはない。「生命活動がない」といった非常に危険度の高い
センサ出力であれば短い継続時間で、「長時間寝返りをしてない」といった危険度の低い
センサ出力であれば長い継続時間で異常と判定することによって通報先での対応が適切に
図ることができる。また変動判定手段６１ｆにより、体動量そのもので異常判定しなくて
も、生体に特有のゆらぎがなければ異常と判定できるので、（場合によっては対象者１本
人さえ気づかないような）循環器系の疾患など体調の異変をいち早く発見することが出来
る。
【００３５】
尚、ここでは非侵襲型バイタルセンサ３がベッド２に取り付けられる構成を示したが、ト
イレの便座、浴槽、椅子、ドア、絨毯、カーペット、毛布などの生活用品に取り付け、心
電図や血圧、体温をはじめとするバイタルサインを複合的に計測してもよい。これにより
住居内における時間的・空間的な空白をなくすことができる。また遠隔の通報・確認先と
しては公衆電話網１９を介したポケットベル端末装置１２や携帯電話機１３を示したが、
通信媒体はこれに限るものではない。構内無線送受信システムやＣＡＴＶ、高速ＩＳＤＮ
等の専用回線を用いても構わない。
【００３６】
（実施例２）
図５は本発明の実施例２の安否確認システムのうち体動異常判定手段６１の構成図である
。実施例１と異なるのは６１～６７の各異常判定部の構成だけであるが、ここでは体動異
常判定部６１を例にとり説明する。図５において実施例１と同一符号のものは同一構造を
有し、説明は省略する。６１ｈは切替手段であり、体動量算出手段６１ａの出力信号を加
工せずにそのまま伝えるか、一旦手動調節手段６１ｉを通すか学習判定手段６１ｊを通す
かの３方向いずれかに切り替えるスイッチである。手動調節手段６１ｉは体動量算出手段
６１ａで算出した体動量を－３０ｄＢから＋３０ｄＢまで手動でバイアスを与えるアッテ
ネータ／アンプ構成である。さらに手動調節手段６１ｉには分類番号１や８のように滅多
に起こり得ない状況に対応した体動量を強制出力して、試験的に異常通報させるスイッチ
も設けられている。
【００３７】
学習判定手段６１ｊには外部環境である室温検出手段６１ｋが接続されており、室温が低
いほど異常判定が出やすくなるよう仮想的な体動量補正処理を施している。さらに過去の
在床時間中の体動量推移から体動量補正を行う。常に過去数日間の履歴をもとに、対象者
１の通常生活状態での体動量を測定しておき、ここから異常判定条件をある範囲内で更新
していく構成である。
【００３８】
次に動作、作用について説明すると、手動調節手段６１ｉが体動量算出手段６１ａの出力
信号に強制的にバイアスを与えることで、安否判定条件の厳しさが自由に変えられ、個人
差の大きい生活行動や生体信号に柔軟に対応し、誤判定を著しく低減できる。また学習判
定手段６１ｊを備えたことで、通常室温によって変化する体動に応じて安否判定条件も自
動調節されることになる。また過去数日間の体動量の平均値と標準偏差から、日常生活上
で対象者１が発生する体動の分布を測定し、この分布範囲から大きく逸脱するときに異常
と判定するように体動量補正処理を施し、この補正量も順次更新していく。これにより個
人毎、季節毎あるいは対象者１の加齢に伴って変動していく体動量にも対応し、異常でな
いのに異常通報を頻発させたり、逆に異常なのに通報しないといった誤判定を低減するこ
とになる。
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【００３９】
心拍、呼吸、温度、湿度、音声、重量に関しても同様に、異常レベルの継続と過小変動な
いし過大変動の継続に対して異常判定するので説明を省く。
【００４０】
尚、ここでは手動調節手段６１ｉや学習判定手段６１ｊを体動量算出手段６１ａに切り替
え接続し、体動量補正を行う構成としたが、実施例１における異常レベルの分類（表１）
の内容そのものを変更しても構わない。
【００４１】
以上の説明から明らかなように本発明の安否確認システムによれば、次の効果が得られる
。
【００４２】
携帯型無線装置により、介護者が対象者から目を離すことが可能になる。特に寝たきり高
齢者や遠隔地の独居高齢者がいる家族、介護者に常時のしかかっていた精神的な圧迫感を
取り除くことができる。さらに、対象者が非侵襲型バイタルセンサを装着することがない
ので、煩わしくない。

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例における安否確認システムのブロック図
【図２】同実施例の非侵襲型バイタルセンサのブロック図
【図３】同実施例の安否判定手段のブロック図
【図４】同実施例の安否判定手段における体動異常判定部のブロック図
【図５】本発明の第２の実施例における体動異常判定部のブロック図
【図６】従来の安否確認システムのブロック図
【符号の説明】
１　対象者
２　ベッド
３　非侵襲型バイタルセンサ
４　無線送信機
５　無線受信機
６　安否判定手段
７　通報手段
１２　ポケットベル端末
１３　携帯電話機
６１ｃ　継続判定手段
６１ｉ　手動調節手段
６１ｊ　学習判定手段
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また、対象者の動作や周囲環境変化に伴う一過性のノイズによって
誤判定することはなく、誤判定を低減することになる。



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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